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「師走」：一年の締め括りである「年の瀬」を感じることばです。 

この「師走（しわす）」という旧暦１２月を表すことばの語源（由来）ですが、 

語源由来辞典によると諸説があり、主な語源説は「師」は師匠の僧侶（お坊さん） 

であるという説。かつては、冬に僧侶を家に招いてお経をあげるなどの仏事が多かったのでお坊さん

が東西に忙しく走り回ることになり、「師が東西に馳せる月」と解釈する「「師馳す「（しはす）」になっ

た、という説です。これは、平安時代末期の「色葉字類抄」の中で説明されているそうです。 

これが「師走」になったということですね。 

平成 30年 1２月 ＮＯ７ 

発行 門川町教育研究所 

所長 新 原 と も 子 

ＴＥＬ ６３－１５６６ 

五十鈴小学校内（教育相談室） 

門川町教育研究所だより 

町内で朝食を「全く食べない・あまり食べない」小６児童は７．２％おり、国語 Bを除くと「食べる・

どちらかといえば食べる」児童よりも正答率が低くなっています。特に、「「全く食べない」児童は正答率が

極端に下がります。中学３年では、小６児童よりもその傾向が強く、階段状に、さらに大きな差となって

いることが分かります。このことから、朝食をしっかりと食べる児童生徒ほど正答率は高くなる、つまり

脳の活性化が図られるということを証明しています。また、「あまり食べない・全く食べない」児童生徒数

が昨年度よりも増加しており、やや気懸かりなところです。 

がわっぴー・かどっぴー 

 皆さんもきっと、大切にしている言葉、忘れない言葉、魔法の言葉を持っておられるでしょう。ここに紹介するの

は、人気ラジオ番組に集まった「いまでも忘れない、先生がくれたひとこと」から選ばれた言葉です。 

「勇気」がわくコトバ ~「できる」と言った時点で自分の可能性が一歩広がる ~ 
生徒会でスピーチを頼まれたときに、答えを迷っていたら、先生からひとこと。おかげで、自信がなくても挑戦しよ

うと思えるようになりました。その後、留学することを決心し、いまは通訳の仕事をしています。 

〔出典：TOKYO「FM 発行「ありがとう、先生！《第２集》」より〕 

３０年度全国学力・学習状況調査質問紙回答結果にみる生活習慣と正答率の関係は？ 

設問１ 朝食を毎日食べていますか。 中学３年 小学６年 

困った時には、教育相談室を 

ご利用ください。 

門川町教育相談室（教育研究所） 

TEL／FAX  ６３－１５６６ 


